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フランシス・ブリンクリー（Francis Brinkley）は，1841年11月 9 日，アイルランドの名門の家
に生まれ，ダブリン大学のダンガノン（Dungannon），トリニティ（Trinity）の 2 つのカレッジで
学び，数学と古典学で首席となり，卒業後はロンドン南東部の街ウーリッチ（Woolwich）にある























































































































































































































































◯ 王朝―元首および皇室（The Dynastythe Sovereign and the Imperial Family）p.50
◯ 議会制度―国会の機能（Parliamentary InstitutionsThe Work of The Diet）p.51
◯ 元老たち―回顧（The Elder Statesmena Retrospect ）p.51
◯ 故伊藤公爵の回想録（Reminiscences of the Late Prince Ito）p.51
◯ 新世代の政治家たち（The New Generation of Statesmen）p.51
◯ 日本経済―明治時代の財政状態の概観―金本位制（Japanese EconomicReview of Finance
during The Meiji Era, The Gold Standard）p.55
◯ 美術と工芸―世襲の集団（Arts and Crafts―hereditary corporations）p.56
◯ 東京という都市（The City of Tokyo）p.58
◯ 現代の韓国―日韓関係の五つの段階（Modern Korea―Five Phases Japan's Relation with
Korea）p.60
これらに加え，「在日43年のある居住者」が書いた「日本人の特質（Japanese Characteristics）」
（p.66）と，ほかに「通信員（a correspondent）」の記事と記された 3 本のうち，「慈善事業



















































































































































































































































































































明治政府は，『タイムズ』の論評（注35参照）にもかかわらず，日本特集号発行 1 カ月後の 8 月
に韓国併合を強行した。翌年 2 月，関税自主権が完全回復し，同年 7 月，日英同盟を更新する。

































 The Japan Weekly Mail, Nov. 2, 1912, p.515（※頁数は年間の通頁）．
 Guide to English Self-Taught，印書局，1875年。著作権をとらなかったため，日就社，文学社，集山社ら様
々な出版社が勝手に出版し，78 版まで発行。1909年に改訂版『新語學獨案内（New Guide to English Self-
Taught）』を三省堂書店より刊行。
 An Unabridged Japanese-English Dictionary，（南條文雄，岩崎行親と共著）三省堂書店，1894年。
 Japan and China; Its History, Arts and Literature, (oriental series), Boston and Tokyo, (J・B・Millet co.),
19011902.
 A History of the Japanese People: from the Earliest Times to the End of the Meiji Era, with the Collaboration of
Baron Kikuchi, New York, (The Encyclopædia Britannica), 1914.
 The Encyclopaedia Britannica, London, (The Encyclopædia Britannica), 1911.
「明治工芸を近代美術のしがらみから解放して考える視点というものがありえる，と気づかせてくれたの
は，フランク・ブリンクリーの縦横無尽な明治工芸を評価する目だった」（樋田豊次郎「“豪華絢爛”を輸出





ン・ブリンクリーの域に達した外国人は他にいない，というのが彼の見解だった」（The Japan Weekly Mail,
Nov. 2, 1912, p.515）。「キャプテン」の通称をもち，「キャプテン・ブリンクリー」と呼ばれた。










（The Japan Times, Oct. 29, 1912, p.8）
 The Japan Weekly Mail, Nov. 2, 1912, p.515.
「彼が日本を離れた唯一の機会は，伊藤公爵（当時は侯爵）の随員とともに北京へ行ったときだった。そし
てキャプテン・ブリンクリーは，彼らの交渉成功の最初のニュースをジャパン・メールへ送ることができ


















































『WHO'S WHO（英国紳士録）』1912年版の「BRINKLEY, Captain Frank」の項。
 英国人の土木技師で御雇外国人（18381893）。1882年初来日，1885年再来日し横浜水道工事顧問として着
任。大阪・函館・東京・神戸の水道計画，横浜築港計画をたてた。日本で死去。
























































































































































on Japan) p.58）。以下，「 」に注記のない引用は当該記事からのもの。












































 Japan: Described and Illustrated by the Japanese written: by eminent Japanese Authorities and Scholars/Edited by
Captain. F. Brinkley, Boston, (J・B・Millet co.), 1897.
「注 4」参照。
 エレン・P・コナント（1995），p.133，【文献 2】掲載。









 The Times, Oct. 29, 1912, p.9. The Japan Chronicle, Oct. 30, 1912, p.5.
 宣教師として来日し，明治1020年代に『ジャパン・ガゼット（The Japan Gazette）』の主筆をつとめる。日
本の英語教育にも貢献。のちに仙台高等学校の教授となる。「注18」pp.201202参照。
 The Japan Weekly Mail, Nov. 2, 1912, p.517.
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